



































































































       養成課程・学年 2013年度 2014年度 2015年度
1年 75（  89.3） 80（  94.1） 42（  48.8）
 4年課程（看護師）　 2年 75（  89.3） 72（  86.7） 68（  82.9）
※保健師教育は 3年 79（  94.0） 69（  86.3）
　3年次から選択制 4年 77（  91.7）
3年課程 看護師養成3年 53（  68.8）
1年課程 保健師養成 27（  90.0） 29（  96.7）

























































64 名，選択無しの回答 75 名，未記入７名であっ
た。
保健師教育を選択している学生は，選択して







質問項目 全体 １年 ２年 ３年 ４年 助産師養成
（学部と助産師養成）
必要な知識・技術・態度が修得できる環境整備 ①83.9 ②81.0 ①89.7 ③87.0 *③75.3 ①94.4
必要な知識・技術・態度が修得できる関わり ②82.8 ④76.2 ②83.8 *①91.3 ②76.6 ②88.9
目標達成に向けた行動の尊重 ③79.2 ②81.0 **⑪64.7 **②89.9 ①79.2 ②88.9
目標達成に向けた意思の尊重 ④77.7 ③78.0 ⑨69.1 *③87.0 ③75.3 ③83.3
学習に興味・関心を持たせる関わり ⑤76.3 ⑥66.7 ⑥75.0 *④85.5 ④71.4 ②88.9
目指す看護者像が描けるような支援 ⑥75.5 ⑤73.8 ③82.4 ⑨71.0 ④71.4 ②88.9
力を信じた関わり ⑦74.8 ⑥66.7 ⑧70.6 *⑤84.1 ④71.4 ②88.9
チームで協力できる関わり ⑧74.5 ②81.0 ⑤77.9 ⑧72.5 ⑥66.2 ②88.9
わかる・発見することの楽しさ ⑧74.5 ⑥66.7 ⑦72.1 *⑥82.6 ⑤68.8 *①94.4
探求心や向上心への刺激 ⑨71.9 ⑦64.3 ⑧70.6 ⑦76.8 ⑤68.8 ②88.9
地域の人々との交流をとおした生活から学べる機会 ⑩71.2 *①83.3 ④79.4 ⑨71.0 **⑨54.5 ③83.3
教職員の学習活動 ⑪70.4 ⑥66.7 ⑦72.1 ⑧72.5 ⑦64.9 ②88.9
生活体験や経験と関連づけた考え ⑫65.5 ⑧63.4 ⑩66.2 ⑪60.9 ⑧63.6 **①94.4
可能性への期待 ⑬63.0 ⑩50.0 ⑫58.8 ⑩68.1 ⑦64.9 ④82.4
人間関係の模範を示している ⑭57.3 ⑨57.1 ⑬50.0 ⑪60.9 ⑨54.5 *③83.3
































































































2012 年度から 2014 年度入学生について，全
項目の支援割合の平均を算出し，年次推移を図
３に示した。2012 年度入学生の支援割合は，２
年時 67.8％，３年時 81.8％，４年時 68.5％で
あった。2013 年度入学生の支援割合は，1 年




























































必要な知識・技術・態度が修得できる環境整備 ①84.0 ①92.4 ③75.3
必要な知識・技術・態度が修得できる関わり ②82.7 ②91.1 ②76.6
目標達成に向けた行動の尊重 ⑧66.7 ⑤84.8 ①79.2
目標達成に向けた意思の尊重 ⑧66.7 ③88.6 ③75.3
学習に興味・関心を持たせる関わり ⑥70.7 ④86.1 ④71.4
目指す看護者像が描けるような支援 ④73.3 ⑤84.8 ④71.4
力を信じた関わり ⑩61.3 ⑥83.5 ④71.4
チームで協力できる関わり ⑦69.3 ⑧78.5 ⑥66.2
わかる・発見することの楽しさ ⑤72.0 ⑥83.5 ⑤68.8
探求心や向上心への刺激 ⑦69.3 ⑦81.0 ⑤68.8
地域の人々との交流をとおした生活から学べる機会 ③76.0 ⑨77.2 ⑨54.5
教職員の学習活動 ⑨64.0 ⑧78.5 ⑦64.9
生活体験や経験と関連づけた考え ⑩61.3 ⑩75.9 ⑧63.6
可能性への期待 ⑪53.3 ⑩75.9 ⑦64.9
















































必要な知識・技術・態度が修得できる環境整備 ②66.7 ③61.6 ③87.0
必要な知識・技術・態度が修得できる関わり ①68.0 ①64.4 ①91.3
目標達成に向けた行動の尊重 ⑨42.7 ④58.9 ②89.9
目標達成に向けた意思の尊重 ⑥45.3 ⑨49.3 ③87.0
学習に興味・関心を持たせる関わり ⑥45.3 ⑥56.2 ④85.5
目指す看護者像が描けるような支援 ⑦44.0 ⑥56.2 ⑨71.0
力を信じた関わり ⑪38.7 ⑦53.4 ⑤84.1
チームで協力できる関わり ⑧43.2 ⑤57.5 ⑧72.5
わかる・発見することの楽しさ ④50.7 ⑨49.3 ⑥82.6
探求心や向上心への刺激 ⑤46.7 ⑧52.1 ⑦76.8
地域の人々との交流をとおした生活から学べる機会 ③65.3 ②62.5 ⑨71.0
教職員の学習活動 ⑩41.3 ⑪41.1 ⑧72.5
生活体験や経験と関連づけた考え ⑬29.3 ⑩41.7 ⑪60.9
可能性への期待 ⑭21.3 ⑪41.1 ⑩68.1








































































































































大 学 IR コ ン ソ ー シ ア ム（2017）： 設 立 趣 意
書，2017-12-12，http://www.irnw.jp/
prospectus.html
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